東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年10月21日（水）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：松舘　優司
	藤原
	中野
	金井
	松舘
	成田
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田

	深
	休
	準
	○
	〇
	深
	休
	○
	準
	休
	○

	畑中
	大久保
	柴田
	金谷
	三浦
	土橋
	
	荒木田
	佐々木
	中村
	

	〇
	休
	休
	五福
	休
	○
	
	休
	準
	深
	


＜連絡事項＞
＜東病棟入院・入室状況＞
＜患者様連絡情報＞
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の拘束一時解除実施中。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。拘束部位の循環障害はなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・土川　貴広様～
・島　龍太郎様～
・浪打　忠一様～
・寺地　徳和様～
・鈴木　善清様～
＜深澤Dr診察情報＞
＜新入院患者様情報＞
氏名：今　ミヱ（こん　みえ）様

　生年月日：昭和17年3月20日（78歳）

　　　病名：夜間せん妄（認知症疑）

　合併症：糖尿病、心房細動

　　　性別：女性

　　主治医：金Dr（サポート医：深澤Dr）　

　入院形態：医療保護入院

　入院病棟：東病棟Cユニット

（経過）

　現在八戸西病院入院中。以前より腰痛の訴えは有ったがADL自立にて生活に支障なく

生活していた。R2.8.5腰椎化膿性脊椎炎にて八戸赤十字病院で固定術施行。以前は自宅で認知症症状なく生活していたが同院入院中より会話の辻褄が合わない等の認知症症状が認められていた。リハビリ目的にて同月31日八戸西病院へ転入院。コルセット装着の必要性が理解できず外そうとすることやベッドからおりようとする行為、オムツ外しや陰部を触ろうとする行為から、つなぎ服、ベッド上で臥床時の身体拘束、車いす上での体幹ベルトを要していた。また、ナースコールの使用方法も解らず、楽しみであったテレビも一切見なくなった。妄想や作話もあり、「(現在は死去している)母親が来た」「3万円置いてって。施設に寄付したの」等の発言も聞かれていた。自身の名も答えられずようやく思い出すといった状態であった。夫も認知症であり自宅での介護も困難。施設入所に向けて鑑別診断を希望。また、落ち着きのなさ等の精神症状の緩和、施設入所までの環境調整の希望あり、当院へ相談があり、鑑別診断・症状改善と環境調整目的で東病棟へ医療保護入院となる。

